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○さくら市　笹沼俊介さん○
　笹沼俊介さんは、平成31年に就農し、現在は母、雇用

１名、特定技能外国人１名により、にら50ａを栽培して

います。

　笹沼さんは、資材価格の高騰が進む中、積極的な規模

拡大を図るよりも、限られた面積で最大の収量を得るこ

とを目指し、就農開始時に新技術（ウォーターカーテン

ハウスとかん水設備）を導入しました。

　ウォーターカーテンハウスの導入により、厳寒期でも

ハウス内の夜温が安定的に確保でき、日中の温度を抑え

て管理することが可能となり、株を消耗させることなく肉厚で葉幅の広い高品質なにらを収穫で

きるようになりました。また、かん水設備の導入により、年間を通して根の活性を落とさずに水

や肥料を供給することができ、定植翌年の12月まで高品質なにらを計画的に収穫することが可

能となり、単収は栽培初年度から地域の平均を大きく上回り、令和５年度には6.5ｔ/10ａを達成

し、県平均の２倍以上の実績を確保されています。

　栽培初年度から高い単収を確保できた一方で、はかま取りや袋詰め等の出荷調整作業の負担が

課題となっていたことから、はかま取りの省力化を図る水圧式にら洗浄そぐり機を導入し、調

整作業に費やす時間を従来の２割程度まで削減

し、削減分を栽培管理に投下することにより、

更に単収が増加するようになりました。

　このような新技術の導入により、にら栽培に

好循環を生み出す取組が評価され、令和５年度

「栃木県農業大賞」の芽吹き力部門で最高賞の

栃木県知事賞を受賞されています。

　今後は、収穫量が少なくなる８月～９月の供

給力強化のために、夏にら生産拡大を図るとと

もに、更なる単収の向上に向けて試行錯誤して

いきたいと話されていました。

新技術の積極的な導入による「にら」栽培に新技術の積極的な導入による「にら」栽培に

おける高品質・高単収・生産性向上の実現おける高品質・高単収・生産性向上の実現
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○水田農業を中心とした地域営農の維持・発展
       認定農業者だより用原稿（案） 

テーマ：地域農業の未来図、地域営農の維持           2025.02.13 

○○将将来来、、ああななたたのの農農地地はは誰誰にに引引きき継継ぎぎまますすかか？？  

これまで、地域のみなさんが守り続けてきた農地を、次の世代に着実に引き継いでい

くためには、農作業がしやすく、労力や時間、生産コストを減らし、少ない担い手でも

耕作できるように、農地の集約化を進めることが重要です。  

市町では地元での話合いの場を設け、関係機関が一体となって 10年後の農地利用の 

姿を描く「地地域域計計画画のの策策定定」に取り組んでおり、３月には公表されることになります。 

公表後も市町では計画の推進に向けて、定期的な話し合いが持たれることになって

います。 

協議の場で浮き彫りとなった地域の課題について、今後も地元が主体となり話し合

いを継続して解決を図り、次世代に農地を引き継いでいきましょう。 

 

 

 

 

 

○○あなたの住む地域の将来は、どんな方向へ？ 

 ・将来の担う人が確保されますか。 

・今の担い手が協力して組織化するなど、継続して経営できるしくみを考えますか。 

・それとも、地区外から担い手を受け入れる用意がありますか。 

＜参考データ＞ 

 

 

・2010年から 2020年の 10年間で、 

 基幹的農業従事者が 31％減少。 

・70歳以上の高齢者の割合が 45→ 

51％と過半数を超過。 

・10年後は、担い手不足が深刻な事 

 態になると想定される！ 

 

 

 

[将来の農地利用（目標地図）] 

68% 55%
49%

32% 45%

51%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2000年 2010年 2020年

年齢階層別基幹的農業従事者の
推移 (塩谷南那須地方)

70歳未満 70歳以上

10年間で
３１％減少

地域の話合い 

農地の出し手 

と 

農地の受け手 

定期的な話合いで、目標

地図をブラッシュアップ 

現況地図 

特　集　

　１　地域農業の未来図・地域計画の作成と今後の展開
　　・�地域を次世代に引き継ぐために、地域計画に基づく課題解決のための定期的な話合いを行いま

しょう

○将来、あなたの農地は誰に引き継ぎますか？

・2010年から2020年の10年間で、
　基幹的農業従事者が31％減少。
・70歳以上の高齢者の割合が45%→
　51％と過半数を超過。
・10年後は、担い手不足が深刻な事
　態になると想定される！

○あなたの住む地域の将来は、どんな方向へ？

[将来の農地利用（目標地図）]

　これまで、地域のみなさんが守り続けてきた農地を、次の世代に着実に引き継いでいくために
は、農作業がしやすく、労力や時間、生産コストを減らし、少ない担い手でも耕作できるよう
に、農地の集約化を進めることが重要です。　
　市町では地元での話合いの場を設け、関係機関が一体となって10年後の農地利用の　姿を描く
「地域計画の策定」に取り組んでおり、３月には公表されることになります。
公表後も市町では計画の推進に向けて、定期的な話し合いが持たれることになっています。
　協議の場で浮き彫りとなった地域の課題について、今後も地元が主体となり話し合いを継続し
て解決を図り、次世代に農地を引き継いでいきましょう。

・将来の担う人が確保されますか。
・今の担い手が協力して組織化するなど、継続して経営できるしくみを考えますか。
・それとも、地区外から担い手を受け入れる用意がありますか。
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○水田農業を中心とした地域営農の維持・発展 特　集

　２　土地利用型経営の水田輪作モデル体系を提案します

塩谷南那須版水田輪作で経営改善!

○「水まわりの時間を減らしたい」「水田には水稲を栽培したい」
「土地利用型園芸を導入し経営の多角化を図りたい」
そんな希望を持つ方のため、輪作のモデル体系を作成しました！
モデルを参考に、自らの経営にあった輪作体系を取り入れましょう！

主食用米+
飼料用米

主食用米+
麦+大豆

主食用米+
飼料用米+
さつまいも

＜モデル体系の所得試算＞

主食用米+
飼料用米+
さといも

主食用米+
麦+WCS用稲

＜労働時間の比較＞
年間

労働時間(h)
労働力

労働時間
平準化指標（※）

＜基本モデル＞
主食用米15ha+飼料用米15ha ６,６４５ 家族労働３人＋

臨時雇用延べ160人 １００

＜体系１＞
主食用米15ha+麦7.5ha+大豆7.5ha ４,７６３ 家族労働３人＋

臨時雇用延べ40人 ５４

＜体系２＞
主食用米15ha+麦7.5ha+WCS用稲7.5ha ５,１９８ 家族労働３人＋

臨時雇用延べ80人 ７２

＜体系３＞
主食用米15ha+飼料用米14ha+さつまいも1ha ７,１６６ 家族労働３人＋

臨時雇用延べ170人 １０５

＜体系４＞
主食用米15ha+飼料用米14ha+さといも1ha ８,１３４ 家族労働３人＋

臨時雇用延べ210人 １０６
※労働時間平準化指標：基本モデルを100として、数字が小さいほど労働時間のばらつきが少ない（＝平準化されている）

旬別労働時間の標準偏差から算出
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　３　イネカメムシの発生に注意しましょう

イネカメムシの発生に注意！

【↑成虫】

【↓幼虫】
令和７年１月

塩谷南那須農業振興事務所

イネカメムシの発生が近年拡大
しています。

令和６年は県南地域で、水稲に
甚大な被害がでました。

イネカメムシが出穂期に稲を加害すると不稔米の発生が増加します。

また、乳熟期に加害すると基部斑点米で品質が低下します。

出穂期

不稔で
収量低下

基部斑点米で
品質低下

乳熟期

従来の対策に加え、新たな対策が必要です

出穂前２回草刈りは継続

従来の斑点米カメムシ防除の基本である
「①出穂２～３週間前の草刈り＋②出穂期頃
の草刈り」は、今までどおり行いましょう。

出穂期の防除をプラス！

不稔を防止するためには、通常の乳熟期

の防除に加え、出穂期の防除が必要
です。

発生予察情報による適期防除

被害が発生していない地域でも、イネカメムシが
いる可能性があります。県の予察情報を注視して
防除に活かしましょう。

栃木県病害虫
発生予察情報

特　集　 ○水田農業を中心とした地域営農の維持・発展
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　４　飼料用米作付けに堆肥を利用しましょう

「塩谷南那須産」
堆肥を使って

みませんか？

堆肥を使うとどのくらい化成肥料削減になるの？

① 飼料用米栽培に鶏ふん堆肥を活用した事例

②大豆栽培に豚ぷんペレット堆肥を活用した事例

施肥量 収穫量（粗玄米重量）

発酵鶏ふん　150kg
飼料米専用211（20（8）-10-10）　75kg 704kg

オール14（14-14-14）　80kg
NK707（17-0-17）　20kg 690kg

施用量 収量 肥料費

豚ぷんペレット堆肥　280kg
化成肥料　20kg 229.6kg 7,640 円

化成肥料　40kg 216.0kg 10,240 円

（10a 当たり）

（10a 当たり）

※「令和３（2021）年度　現地技術実証展示ほ 成果情報」から抜粋

※「令和 5（2023）年度　とちぎグリーン農業推進実証展示ほ 成果情報」から抜粋 豚ぷんペレット堆肥

　家畜ふん堆肥は上手く使うと生産コストの削減が図れる
だけでなく、環境負荷の軽減にも貢献することができます。
　塩谷南那須地域における堆肥生産者マップを作成しまし
たので、ぜひ「塩谷南那須産」の堆肥を活用してください！

化成肥料の削減に取り組んでみましょう！

化成肥料を
25kg削減

化成肥料を20kg削減、2,600円/10aの肥料費削減

特　集○水田農業を中心とした地域営農の維持・発展
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　・�塩谷南那須地域では水田活用による所得向上のための「さつまいも」「さといも」の作付
け推進を行っています

　　１　塩谷南那須地域さつまいも産地躍進戦略の概要
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商
品
の
開
発
６
件

(
直
近
値
:１
件

) 

５
年
後
の
目
指
す
姿
と
数
値
目
標

令令
和和
５５
年年
１１
２２
月月
２２
７７
日日

塩塩
谷谷
南南
那那
須須
地地
域域
「「
ささ
つつ
まま
いい
もも
」」
戦戦
略略
会会
議議

「
さ
つ
ま
い
も
」
を
巡
る
情
勢

１
国
内
の
情
勢

【
産
地
振
興
の
動
向
】

・
栽
培
面
積
の
減
少
や
単
収
の
低
下
に
よ
り
全
国
的
に
収
穫
量
が

減
少
傾
向
（
５
年
間
で
約
１
割
減
）

・
茨
城
県
の
産
地
の
拡
大
、
北
海
道
や
東
北
に
お
け
る
新
産
地
形

成
の
進
展
（
北
海
道
：
J
A
あ
さ
ひ
か
わ
約

3
0
h
a
）

⇒
他
産
地
が
戦
略
的
に
拡
大
を
図
る
中
、
当
産
地
に
お
い
て
も
将

来
の
目
指
す
姿
を
見
定
め
、
関
係
者
一
丸
の
取
組
推
進
が
必
要

【
消
費
・
需
要
の
動
向
】

・
近
年
の
焼
き
芋
、
干
し
芋
人
気
、
専
門
店
の
増
加
な
ど
の
影
響

で
、
実
需
者
か
ら
の
需
要
が
拡
大
中

・
2
0
1
7
年
頃
か
ら
さ
つ
ま
い
も
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
が
増
加

⇒
新
商
品
の
開
発
や
P
R
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
、
加
工
利
用
の
用
途

が
広
い
特
性
を
生
か
し
て
地
域
活
性
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

２
当
産
地
の
情
勢

【
栽
培
面
積
・
担
い
手
】

・
水
田
転
作
の
推
進
に
よ
り
、
５
年
で
栽
培
面
積
が
急
拡
大

（
R
4
面
積
：
さ
つ
ま
い
も
3
2
h
a
、
ね
ぎ

2
6
h
a
、
え
だ
ま
め

1
8
h
a
）

・
耕
種
農
家
へ
導
入
が
進
ん
だ
、
戸
当
り
の
栽
培
面
積
は
小
規
模

⇒
新
た
な
栽
培
者
の
確
保
に
加
え
、
お
試
し
生
産
者
へ
の
栽
培
定

着
と
規
模
拡
大
を
図
る
こ
と
が
必
要

【
生
産
】

・
平
均
単
収
は
1
.
2
ｔ
/
1
0
a
で
、
全
国
平
均
よ
り
１
ｔ
程
度
低
い

（
要
因
：
排
水
不
良
、
苗
不
足
、
管
理
不
足
等
）

・
全
国
的
な
「
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
」
の
ま
ん
延
等
の
影
響
で
、

定
植
苗
の
供
給
が
不
安
定
（
９
割
以
上
を
他
県
か
ら
購
入
）

⇒
稼
げ
る
「
さ
つ
ま
い
も
」
経
営
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
に
最

適
な
栽
培
技
術
の
確
立
が
急
務

【
販
売
】

・
主
に
地
元
の
食
品
加
工
企
業
に
干
し
芋
原
料
と
し
て
販
売

（
和
み
の
杜
：
加
工
量
6
0
0
ｔ
/
年
（
県
内
産
約
５
割
使
用
）
）

（
壮

関
：
加
工
量
8
0
0
ｔ
/
年
（
県
内
産
約
３
割
使
用
）
）

・
他
県
産
に
比
べ
加
工
歩
留
ま
り
が
低
い
こ
と
が
大
き
な
課
題

⇒
需
要
創
出
力
の
高
い
実
需
者
と
連
携
で
き
る
強
み
を
生
か
し
、

品
質
向
上
と
と
も
に
、
生
産
と
実
需
の

W
i
n
-
W
i
n
な
関
係
を
構

築

【
そ
の
他
】

・
労
働
力
確
保
、
獣
害
対
策
、
食
育
推
進
等
へ
の
対
応
も
課
題

作
付
面
積
(
ha
)
単
収
(k
g/
10
a)

収
穫
量
(
t)

鹿
児
島

1
0,
00
0(
 8
3)

2
,1
0
0(
 9
1)

2
10
,0
00
( 
75
)

茨
　
城

7
,
50
0(
11
1)

2
,5
9
0(
10
1)

1
94
,3
00
(1
12
)

千
　
葉

3
,
61
0(
 8
8)

2
,4
6
0(
10
1)

88
,8
00
( 
89
)

宮
　
崎

3
,
08
0(
 8
5)

2
,5
3
0(
 9
9)

77
,9
00
( 
86
)

全
　
国

3
2,
30
0(
 9
0)

2
,2
0
0(
 9
9)

7
10
,7
00
( 
89
)

組
織
名

戸
数

(
戸

)
面
積

(
h
a
)

矢
板
さ
つ
ま
い
も
組
合

7
1
6
.
2

J
A
な
す
南
契
約
さ
つ
ま
い
も

4
1
.
0

さ
く
ら
さ
つ
ま
い
も
部
会

3
4

1
5
.
3

し
お
や
露
地
野
菜
研
究
会

2
2
.
6

M
＆

S
株
式
会
社

1
0
.
5

計
4
8

3
5
.
6

《
さ
つ
ま
い
も
生
産
者
の
状
況
》

※
詳
細
な
取
組
内
容
、
役
割

分
担
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

は
別
紙
に
記
載

特　集　 ○土地利用型園芸の推進



7塩谷南那須認定農業者だより  第29号

　　２　南那須地域さといも産地ビジョン
～～

南南
那那

須須
地地

域域
『『

園園
芸芸

』』
ルル

ネネ
ッッ

ササ
ンン

スス
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
（（

VV
oo
ll
..
11
））

「「
ささ

とと
いい

もも
」」

産産
地地

ビビ
ジジ

ョョ
ンン

～～
幻幻
のの
ささ
とと
いい
もも
『『
善善
光光
寺寺
』』
でで
活活
気気
ああ
ふふ
れれ
るる
産産
地地
づづ
くく
りり
～～

南
那
須
地
域
の
「
さ
と
い
も
」
産
地
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て
、
５
年
後
の
目
指
す
姿
と
実
現
に
向
け
た
方
策
（
産

地
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
明
ら
か
に
し
、
生
産
者
、
農
業
団
体
、
行
政
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
を
推
進
す
る
。

【
策
定
主
体
：
南
那
須
地
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ

ー
ム

】

１１
品品

種種
のの
知知
名名
度度
向向
上上

➢
セ
リ

ン
グ
ポ

イ
ン
ト

の
確
立

と
販

売
促
進
の
強
化

 
  
 ・
善
光
寺
（
寺
）
と
の
結
び
つ
き
を
強
調

・
出
荷
資
材
等
の
見
直
し

➢
県
内

、
県
外

産
地
と

の
連
携

 
  
・
県
内
他
産
地
と
の
生
産
振
興
、
販
売
促
進
、
Ｐ
Ｒ
活
動
等
で
の
連
携

・
県
外
産
地
（
長
野
県
さ
と
い
も
善
光
寺
里
帰
り
を
進
め
る
会
）
と
の
交
流

２２
生生

産産
拡拡
大大

➢
新
規

栽
培
者

の
確
保

 
  
・
定
年
帰
農
、
直
売
所
出
荷
者
、
移
住
者
等
へ
の
作
付
け
推
進

・
水
田
転
換
品
目
と
し
て
耕
種
農
家
へ
の
作
付
け
推
進

➢
省
力

・
軽
労

化
の
促

進
・
機
械
化
一
貫
体
系
の
導
入
支
援

・
機
械
の
共
同
利
用
や
作
業
受
委
託
の
取
組
促
進

➢
親
芋

供
給
体

制
の
整

備
 
  
 ・
親
芋
生
産
者
の
確
保
、
優
良
種
芋
の
確
保

３３
地地

域域
活活
性性
化化

➢
地
元

飲
食
店

で
の
提

供
 
 
・
さ
と
い
も
「
善
光
寺
」
メ
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ア
の
開
催

・
高
校
と
連
携
し
た
商
品
開
発

➢
地
元

住
民
と

の
交
流

促
進

・
市
民
農
園
、
小
中
学
校
で
の
栽
培
体
験
（
食
育
）

・
学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供

➢
都
市

農
村
交

流
の
活

性
化

・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
の
栽
培
体
験

・
さ
と
い
も
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
創
出

➢
そ
の
他

・
秋
の
恒
例
行
事
「
芋
煮
会
」
の
定
着

・
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

・
市
町
認
定
ブ
ラ
ン
ド
品
の
創
出

目目
的的

具具
体体
的的
なな
取取
組組

((
目目
指指
すす
姿姿

をを
踏踏
まま

ええ
たた
今今

後後
５５
年年

間間
のの
取取

組組
内内
容容
))

食
味
に
優
れ
、
市
場
評
価
が
高
い
幻
の
さ
と
い
も
『
善
光
寺
』
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
核
と
し
て
、
新
規
栽
培
者
の
確
保
や

生
産
拡
大
、
農
業
所
得
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
・
飲
食
店
と
連
携
し
た
体
験
・
交
流
等
の
機
会
を
創
出
し
、

南
那
須
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
。

基基
本本
的的
なな
考考

ええ
方方

幻幻
のの
ささ

とと
いい
もも

『『
善善

光光
寺寺
』』

でで
活活
気気

ああ
ふふ
れれ
るる
産産

地地

・
『
善
光
寺
』
栽
培
面
積
：
１
０

ha
（
直
近
値
約
２
ha
）

・
10
ａ
当
た
り
の
販
売
金
額
：
４
０
万
円
（
直
近
値
約
３
５
万
円
）

・
市
町
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
：
２
件
（
直
近
値
０
件
）

５５
年年
後後

のの
目目
指指

すす
姿姿

令令
和和
６６
年年
１１
００
月月
２２

１１
日日

南南
那那
須須
地地
域域

ルル
ネネ
ッッ

ササ
ンン
スス
ププ
ロロ

ジジ
ェェ
クク

トト
チチ
ーー
ムム

「「
ささ
とと

いい
もも
」」

をを
巡巡

るる
情情
勢勢

１
全
国
の
さ
と
い
も
の
状
況
に
つ
い
て

【
収

穫
量
・
栽
培
面
積

】
・
収
穫
量
は

10
年
間
で
15
％
程
度
減
少
。
栽
培
面
積
の
減
少
率
は
だ
い
こ

ん
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
に
次
い
で
ワ
ー
ス
ト
３

・
出
荷
量
の
減
少
に
よ
り
市
場
価
格
は
上
昇
傾
向
で
推
移
。
通
年
で
需
要

が
あ
り
、
特
に
年
末
年
始
の
需
要
が
高
い
（
お
せ
ち
料
理
等
）

【
品

種
・
ブ
ラ
ン
ド
化

】

・
ち
ば
丸
（
千
葉
）
、
伊
予
美
人
（
愛
媛
）
、
二
子
さ
と
い
も
（
岩
手
）

⇒
全
国
的
に
産
地
の
縮
小
が
進
む
中
、
主
産
県
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
育

成
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
を
実
施
。
収
穫
量
５
位
の
本
県
に
お
い
て
も

産
地
活
性
化
の
取
組
が
必
要

品品
種種

のの

知知
名名

度度
向向
上上

生生
産産
拡拡

大大
地地

域域
活活

性性
化化

２
当
地
域
の
状
況
に
つ
い
て

【
Ｊ

Ａ
な
す
南
さ
と
い
も
部
会

】
・
５
年
間
で
部
会
員
数
が
約
３
倍
、
栽
培
面
積
が
約
２
倍
に
増
加

・
平
成
25
年
頃
、
さ
と
い
も
『
善
光
寺
』
を
導
入
。
現
在
は
栽
培
面
積
の

５
割
を
占
め
、
市
場
評
価
が
高
い
（
箱
単
価
：
既
存
品
種
＋

10
0円
）

⇒
産
地
が
順
調
に
拡
大
し
て
い
る
一
方
、
部
会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
更
な
る
発
展
の
た
め
に
は
、
新
規
栽
培
者
の
確
保
が
必
要

かか
つつ
てて
長長
野野
県県
のの
「「
善善
光光
寺寺
」」
一一
帯帯
でで
栽栽
培培
ささ
れれ
てて
いい
たた
とと

いい
わわ
れれ
てて
おお
りり
、、
粘粘
りり
がが
強強
くく
ねね
っっ
とと
りり
とと
しし
たた
食食
感感
がが
際際
立立

つつ
里里
芋芋
でで
すす
。。
現現
在在
はは
栃栃
木木
県県
とと
長長
野野
県県
のの
限限
らら
れれ
たた
地地
域域
でで

のの
みみ
栽栽
培培
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

一一
説説
にに
はは
、、
戦戦
国国
時時
代代
にに
上上
杉杉
謙謙
信信
一一
行行
がが
栃栃
木木
県県
にに
もも
たた

らら
しし
たた
とと
いい
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
（（
諸諸
説説
ああ
りり
））

ささ
とと
いい

もも
『『

善善
光光
寺寺

』』
のの

由由
来来

なな
ぜぜ
「「

ささ
とと

いい
もも

」」
？？

幻幻
のの
ささ
とと
いい
もも

『『
善善
光光
寺寺
』』
のの
ブブ
ララ
ンン
ドド
化化

【
人

】
・
30
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
「
JA
な
す
南
さ
と
い
も
部
会
」

【
栽

培
】

・
水
田
で
の
栽
培
に
適
し
て
い
る

・
鳥
獣
被
害
が
な
い

・
初
期
投
資
が
少
な
く
、
管
理
作
業
の
手
間
が
少
な
い

【
需

要
】

・
指
定
野
菜
で
あ
り
、
和
食
に
は
欠
か
せ
な
い
食
材

水水
田田
のの
有有
効効
活活
用用
、、

農農
業業
者者
のの
所所
得得
向向

上上
をを
図図
るる
組組
合合
せせ

品品
目目
のの
１１
つつ
とと
しし

てて
ポポ
テテ
ンン
シシ
ャャ
ルル

がが
高高
いい

《
Ｊ

Ａ
な

す
南

さ
と

い
も

部
会

の
状

況
》

《
令

和
４

年
産

さ
と

い
も

の
生

産
状

況
》

（
作
物
統

計
）

県
収

穫
量

（
ｔ

）
面

積
（

h
a
）

単
収

（
k
g
/1
0
a）

1
埼

玉
1
7
,9
0
0（

1
1
1）

7
3
8（

 
9
2）

2
,
43
0
（

12
1
）

2
宮

崎
1
3
,6
0
0（

 
6
9）

8
4
8（

 
6
7）

1
,
60
0
（

10
3
）

3
千

葉
1
3
,2
0
0（

 
6
7）

8
6
0（

 
5
4）

1
,
53
0
（

12
4
）

4
愛

媛
8
,
88
0
（

 9
7
）

4
4
4（

1
0
5）

2
,
00
0
（

 9
2
）

5
栃

木
7
,
35
0
（

 8
6
）

4
7
4（

 
8
0）

1
,
55
0
（

10
8
）

全
国

1
3
8
,
7
0
0
（
 
8
6
）

1
0
,1
0
0（

 
7
8）

1
,
37
0
（

11
0
）

（
）

内
は

H
2
5年

産
と

比
較

し
た

増
減

率

太太 平平 山山 謙謙 信信 平平

特　集○土地利用型園芸の推進
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環境にやさしい農業に取り組んで
「みどり認定」を受けませんか？

・令和４年に制定された「みどりの食料システム法」に基づく環境負
荷低減事業活動の計画を認定する制度の通称です。

□□土土づづくくりりとと化化学学肥肥料料、、化化学学農農
　　薬薬のの使使用用量量削削減減
・堆肥の施用
・土壌診断に基づく適正施肥等
・太陽熱消毒
・天敵の利用
・防虫ネットの利用
※※土土壌壌診診断断のの写写ししををごご用用意意くくだだ
　　ささいい

□□温温室室効効果果ガガススのの排排出出量量のの
　　削削減減
・省エネ機器の利用
・水稲の中干し期間の延長
・水田の秋耕
・ウォーターカーテンの利用

□□そそのの他他
・くん炭等の施用
・生分解性資材の利用
・生物多様性の保全

認定となる「環境にやさしい取組」とは？

「みどり認定」とは？

グループ申請について
農協の生産部会など同じ品目や取組を行う生産者が、１つの計画を
作成し、グループ（団体）として申請し、認定を受けることが可能
です。

みどり認定の優遇措置

主に３つの支援が受けられます。
□計画に従って化学肥料・化学農薬の使用低減に必要となる設備
　等を導入した場合に所得税・法人税が優遇されます。
□農林水産省の補助金採択で優遇されます。
□日本政策金融公庫の無利子融資等の貸付けを受けられます。

問い合わせ先
塩谷南那須農業振興事務所

経営普及部
Tel：0287-43-2318

申請様式はこちら
栃木県みどり認定HP

～環境にやさしい農業への取組を応援します～

とちぎグリーン農業の推進
・「みどり認定」を受けて環境負荷低減活動に取り組みましょう
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たくさんの方に選んでもらえるような良い牛を作りたい。

地域や仲間とともに育む土地利用型農業の取り組み

矢板市　八木澤　佐智子さん

さくら市　齋藤芳久さん

　矢板市土屋の八木澤佐智子さんは、平成 15 年

に大規模肉用牛繁殖経営を実践する農家に嫁ぎ、

子育てが一段落した平成 29 年から本格的に農業

に携わるようになりました。同年、経営主である

義父と共同で認定農業者になり、令和６年には女

性農業士の認定を受け、地域の女性農業者の代表

として活躍しています。

　現在は、繁殖雌牛 80 頭、水稲 24.2ha を経営し、

主に子牛育成管理と経営管理を担当しています。

令和３年に牛舎内に監視カメラを設置し、繁殖雌

牛の発情、分娩兆候、子牛の様子を監視すること

で、分娩や飼養管理の省力化を図っています。

　労働力は、義父、義母と佐智子さんの３名で平

成 29 年に家族経営協定を締結しています。常時

雇用を１名導入するなど就労環境の改善に取り組

み、子供の行事への参加や休日の取得など、ゆと

りある農業経営の実践を進めています。

　現在、ご主人は外部に勤務していますが、将

来的には夫婦で一緒に経営していくことを考え、

　さくら市の齋藤芳久さんは、妻と２名による

家族経営で、水稲 12.0ha、麦 1.3ha、さつまいも

1.2ha、ばれいしょ 0.3ha と水田を活用した土地

利用型の複合経営を行っています。

　齋藤さんは、製造業に従事しながら、兼業で水

農業技術や経営管理知識を習得に意欲的であり、

日々農場の牛に寄り添い、妊娠中の雌牛の管理や

生まれた子牛を立派に育てて出荷していくことを

楽しみにしているようです。また、JA しおのや

女性会フレッシュミズや女性農業士の活動では、

地域の子供達や地元の高校生と食育などをとおし

て農業の大切さを伝えられることが喜びであり、

今後も情報発信していきたいと話して下さいまし

た。

稲を栽培していましたが、４年前に専業農家とし

て就農を決意しました。

　主食用米は、消費者の反応を参考にしながら、

複数の品種を栽培しており、積極的に新品種の栽

培に挑戦しています。　酒米については、品質向

上にこだわり、土壌診断結果に基づき、肥培管理

を工夫されています。

　さつまいもは、地元加工企業へ安定した供給を

図るため、地域でいち早く、最新の肥料・農薬複

合散布機を導入し、自らの生産効率を高めるとと

もに、新規栽培者の負担軽減を図るため、共同利

用も行っています。

　また、グリーンボランティア員として、地元小

学生に対する食育活動にも力を入れており、さつ

まいもの栽培から収穫体験を指導しています。

　担い手の高齢化が進む中、これからも若い世代

の人たちが農業に興味を持ち、取り組みやすい環

境づくりを進めるため、地域内外の仲間と共に、

様々なことに挑戦していきたいと熱く語ってくれ

ました。
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スマート農業実践での労力軽減とゆとりある農業経営を目指して！

塩谷町「スプレーギク」産地の高品質・生産性向上の実現に向けて

那須烏山市　駒場由香里さん

塩谷町　代田　裕久さん

　那須烏山市大桶の駒場さんは、平成 23 年に経

営主となるとともに、本人と父母との 3者により

家族経営協定を再締結するなどライフワークバラ

ンスをとりながら、水稲・麦・大豆での土地利用

型経営に取り組んでいます。

　現在の経営概要は、水稲は 400 ａ（うち種子生

産：70 ａ）、六条大麦は 300 ａ（うち種子生産：

150 ａ）、大豆 250 ａ（うち種子生産 50 ａ）と一

般用と種子生産、特定作業受託（300 ａ）となっ

ています。

　作業効率の向上を図るため、ドローンを導入し

営農支援システムも活用することで、適期防除・

施肥作業を行う体制を確立し、省力化も実現しま

した。

　コンバインもリース契約とし、導入経費や修繕

費の低減を図るとともに、営農支援システムの併

用とリモートセンシング技術と連動させた圃場管

理、成育状況等を見える化するなど、スマート農

　代田さんは、30 歳の時に就農後、31 歳で事業

主となり、現在は父、母、妻、雇用１名の５名で、

スプレーギク 64a を周年栽培しています。

キクの最大の需要期であるお盆や９月の彼岸は、

高温の影響による品質の低下や開花遅延を防ぐた

め、土づくりや遮光カーテンの利用による対策を

行い、高品質で安定した出荷を行っています。

冬期の 11 月～２月は、特に品質低下が課題とな

るため、炭酸ガスや補光

を使用し、更なる単収の

向上に向けて試行錯誤し

ていきたいと話していま

した。

　このような、産地全体

に好循環を生み出す栽培

技術や経営が評価され、

令和２(2020) 年度に農業士

に認定されました。

業を実践することで、情報の共有を図りながら地

域営農の支援もできればと考えているとのことで

す。

　スマート農業技術の導入・実践は短時間でも効

率的な作業が可能となるので、適正管理による高

品質な農産物生産とゆとりある農業経営を実践し

ていきたいと話していました。

　また、平成 19 年度には、「栃木県花き立毛共進

会　最優秀賞　農林水産大臣賞」令和６年度には

「関東東海花の展覧会　日本花き卸売市場協会長

賞」を受賞しています。

　今後は、さらなる経営拡大を目指し、雇用環境

の整備、施設面積拡大、法人化を目指すと同時に、

農業士として 10 年後を見据えた産地全体の維持・

拡大を目指していきたいと話していました。

認定農業者紹介
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令和６（2024）年度認定　令和６（2024）年度認定　新農業士・名誉農業士の紹介新農業士・名誉農業士の紹介

◇和氣　輝さん（矢板市）　　経営類型：酪農＋和牛繁殖

◇冨田　裕司さん（那須烏山市）　経営類型：　水稲＋麦＋大豆＋そば

◇小川　允土さん（那須烏山市）　経営類型：　梨＋水稲

◇田代　修一さん パートナー：道子さん（さくら市）

　経営類型：水稲＋麦＋大豆＋そば＋ねぎ　　認定：平成 18 年度

　県農業大学校生の受入れに協力する等農業後継者育成に尽力されました。また、

さくら市認定農業者協議会長を務め、さくら市の農業発展に貢献されました。

◇荒井　喜代子さん　パートナー：芳雄さん（那須烏山市）　　　　　　

　経営類型：水稲＋麦　　認定：平成 16 年度

　少量多品目の野菜作りを行う傍ら地域農業の発展のために尽力されました。南

那須観光いちご園の代表として施設の運営や経営に携わった他、農業委員や土地

利用対策審議会委員を務め、地域で豊富な経験を活かした活動を行いました。

◇渡辺　和美さん　パートナー：肇さん（塩谷町）　　　　　　

　経営類型：水稲＋施設・露地野菜　認定：平成 15 年度

　地元直売所や農村レストランの運営に参画し、地域活性化に貢献されました。

また、農業委員や農協理事を務め、女性の視点を農政に届けました。都市農村交

流にも力を入れ、地域の仲間達と農村体験受入れに協力し、塩谷町の農業の魅力

発信に尽力されました。

◇佐藤　永倫さん　パートナー：美千代さん　（高根沢町）　　　　　　

　経営類型：水稲＋麦＋大豆＋そば　認定：平成 16 年度

　米・麦・大豆・そばの輪作体系を実践し、基本の栽培管理を忠実に実行するこ

とで、高品質な農産物の生産と単収向上を実現しました。また、新規栽培者の作

物生育状況を常に気にかけ助言指導する等、地域の担い手育成に尽力されました。

◇益子　幸江さん　パートナー：順一さん　（那珂川町）　　

　経営類型：水稲＋施設野菜　認定：平成 16 年度

　農村生活研究グループ等の組織活動を通して後進の育成に尽力されました。ま

た、農業委員としてもご活躍され、地域農政に貢献されました。地元の農産加工

施設では、地域住民らと加工品の製造を行い、農産加工を通じて地域農業の活性

化に貢献されました。

　昨今の飼料高騰に対するコスト削減のため、WCS 用稲やイタリアンライ
グラス、飼料用ヒエ、デントコーンなどの飼料作物を自家生産しています。
また、近隣の農家と耕畜連携を積極的に行って農地保全に取り組んでいます。

　耕作放棄地の解消に取り組むとともに、中山間地域の狭小な農地を畦畔除
去などで工夫して大規模化を図っています。ＪＧＡＰに取り組み、安全安心
な栽培管理を実践しています。

　新品種、優良品種の導入による長期収穫・出荷を目指して創意工夫をして
います。ほ場単位での土壌診断を実施してきめ細やかな施肥管理により、収
量向上を図っています。

 〈新名誉農業士〉

 〈新農業士〉

和氣　輝さん和氣　輝さん

冨田　裕司さん冨田　裕司さん

小川　允土さん小川　允土さん

田代　修一さん田代　修一さん

荒井　喜代子さん荒井　喜代子さん

渡辺　和美さん渡辺　和美さん

佐藤永倫さん・佐藤永倫さん・
美千代さん美千代さん
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塩谷南那須地区認定農業者連絡協議会等の動き塩谷南那須地区認定農業者連絡協議会等の動き

　塩谷南那須地区認定農業者連絡協議会は、令和６年度課題解決研修を 2 回（スマート農業（8 月）・

経営継承（11 月））実施しました。

　令和７（2025）年 3 月 24 日（月）に塩谷庁舎 401 会議室において塩谷南那須地区認定農業者連絡協

議会第 2回定期総代会を開催しました。

　専門家(税理士・司法書士・社会保険労務士等に相談希望する方は農業振興事務所又は農協にお問
い合わせください。
　○問い合わせ先 ： 塩谷南那須農業振興事務所経営普及部経営指導課 （℡　０２８７－４３－２３１８）
　　　　　　　　　塩野谷農業協同組合営農経済部営農企画課　　　 （℡　０２８－６８１－７５５４）
　　　　　　　　　那須南農業協同組合営農部営農指導課　　　　　 （℡　０２８７－９６－６１７０）

農業者が抱える課題の相談窓口（相談は無料）農業者が抱える課題の相談窓口（相談は無料）

○令和６（2024）年度栃木県農業大賞　
　管内受賞者
　【農業経営の部】
　　特別賞（栃木県農業協同組合中央会長賞）
　　有限会社アグリサービス小林（高根沢町）
　【農村活性化の部】栃木県知事賞　　
　　�那珂川町中山間地域活性化協議会（那珂川町）

　【芽吹き力賞】
　特別賞（栃木県農業協同組合中央会長賞）
　斎藤巧稔・斎藤アルマ（塩谷町）
○2024年（第 52回）毎日農業記録賞
　【一般部門】入選
　渡辺和美（塩谷町）　「第二の人生に乾杯！！！」

各 種 コ ン ク ー ル 等 結 果各 種 コ ン ク ー ル 等 結 果
　今年度のコンクール等の結果は下記のとおりでした。入賞おめでとうございます。（敬称略）

 

 

 

とちぎ農業経営・就農支援センター 

 


